
員
の
２
級
格
付
け
の
改
善
に

う
し
た
情
勢
の
も
と
、
全
教

向
け
て
、
ま
た
独
自
カ
ッ
ト

が
、
労
働
条
件
を
改
善
さ

も
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
、
教

せ
る
た
め
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

事
委
員
会
勧
告
を
盾
に
『
現

育
長
自
ら
に
も
『
誠
意
を
持

り
、
と
り
く
み
を
含
め
て
交

給
保
障
廃
止
』
の
提
案
を
行

っ
て
対
応
す
る
』
こ
と
を
約

流
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

っ
た
。
長
崎
高
教
組
は
、
現

束
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
と
り

て
い
る
。」

場
や
大
幅
な
減
額
対
象
者
の

く
み
に
励
ま
さ
れ
た
現
場
の

こ
れ
に
対
し
、
総
括
的
に

互
助
組
合
の
２
０
１
２
年

２
百
８
０
万
円
。

声
を
緊
急
に
聞
く
な
ど
し
て

あ
る
教
職
員
は
、
組
合
加
入

答
弁
に
立
っ
た
全
教
の
今
谷

度
予
算
書
の
「
埋
葬
料
」
事

人
は
生
ま
れ
た
ら
「
死
」

４
回
の
交
渉
を
積
み
重
ね
て

で
動
き
、
２
人
の
加
入
を
実

書
記
長
は
「
長
崎
高
教
組
の

業
に
は
、
「
現
職
組
合
員
１

は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
で

馬
場
書
記
長
は
大
会
議
長

ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
、
全
教

き
た
。
交
渉
ご
と
に
改
善
点

現
さ
せ
、
団
結
を
深
め
た
。

要
望
は
重
く
受
け
止
め
る
」

４
人
、
配
偶
者
６
人
、
家
族

す
が
、
家
族
・
配
偶
者
を
含

団
の
一
人
と
し
て
活
躍
、
ま

議
案
の
補
強
と
と
も
に
全
教

を
引
き
出
し
、
当
初
か
ら
す

い
ま
、
都
道
府
県
ご
と
に

と
し
て
、
全
教
が
労
働
条
件

１
０
人
」
１
千
５
百
７
０
万

め
て
現
職
時
の
「
死
」
は
限

た
平
井
執
行
委
員
長
は
、
次

運
動
に
対
し
要
望
を
行
い
ま

る
と
か
な
り
の
前
進
面
を
得

賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
が
ま

の
改
善
に
向
け
て
さ
ら
に
指

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

り
な
く
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
ほ
し

の
よ
う
に
長
崎
高
教
組
が
現

し
た
。

て
、
決
着
し
た
。

す
ま
す
異
な
り
、
見
え
に
く

導
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
明

事
務
局
の
説
明
に
よ
る
と

い
も
の
で
す
。そ
し
て
ま
た
、

給
保
障
廃
止
問
題
で
と
り
く

「
長
崎
の
県
教
委
は
、
人

妥
結
に
際
し
て
、
１
級
教

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

ら
か
に
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
数
年
の
最
高
件
数
（
人

「
長
寿
」
を
全
う
し
な
い
ま

数
）
を
見
込
み
と
し
て
あ
げ

ま
に
退
職
後
数
年
で
逝
っ
て

た
数
」
と
い
う
。

し
ま
う
事
態
は
あ
ま
り
に
も

事
の
待
遇
（
月
額
報
酬
、
期

一
方
、
退
職
後
の
「
埋
葬

切
な
い
も
の
で
す
。

末
手
当
、
退
職
金
）
な
ど
を

料
」
を
予
算
書
に
見
る
と

こ
う
し
た
立
場
に
立
っ
て

み
る
と
『
天
下
り
』
と
も
と

「
（
退
職
後
）
１
年
以
内
２

私
た
ち
高
教
組
は
、
労
働
条

ら
れ
か
ね
な
い
点
が
あ
る
。

人
、
２
年
以
内
１
人
、
３
年

件
、
環
境
の
改
善
に
い
っ
そ

こ
れ
は
好
ま
し
く
な
い
」
と

以
内
２
人
、４
年
以
内
１
人
、
う
努
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

疑
問
を
呈
し
ま
し
た
。

４
年
超
２
９
２
人
」
３
千

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
発
言
を
受
け
て
、
議

長
を
務
め
て
い
た
渡
辺
理
事

長
崎
県
教
職
員
互
助
組
合

用
制
度
」
に
基
づ
き
「
公
平
、
長
は
「
『
天
下
り
』
に
な
る

（
理
事
長
・
渡
辺
教
育
長
）

透
明
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
は
よ
く
な
い
」
と
し
な
が

は
２
月
２
０
日
、
長
崎
市
で

の
」。

ら
、
「
他
県
の
状
況
を
調
べ

第
５
回
理
事
会
を
開
き
、
専

理
事
の
一
人
で
あ
る
平
井

る
な
ど
、
今
後
改
善
に
向
け

務
理
事
の
人
事
を
原
案
通
り

執
行
委
員
長
は
「
互
助
の
運

て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
い

決
め
ま
し
た
。

営
に
専
門
的
知
識
な
ど
が
求

点
は
あ
る
」
と
ま
と
め
ま
し

こ
れ
は
現
専
務
理
事
の
３

め
ら
れ
る
こ
と
は
理
解
で
き

た
。

月
末
辞
任
に
伴
う
後
任
者
の

る
」
が
「
組
合
か
ら
の
推
薦

こ
の
人
事
案
件
は
同
日
引

人
事
案
件
で
、
事
務
局
の
説

が
あ
っ
て
も
い
い
が
、
こ
れ

き
続
き
開
催
さ
れ
た
評
議
員

明
に
よ
る
と
「
専
門
的
知
識

が
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
こ

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

を
重
視
」
し
て
「
退
職
者
雇

と
や
「
選
考
過
程
や
専
務
理

YOUKOSO KYOUKOSO KOUKYOUSO HP http://nagasaki-kokyoso.org

現
給
保
障
廃
止
問
題
の
到
達
点
で
発
言

重
要
度
増
す

賃
金
等
の
と
り
く
み
交
流

全
教
は
２
月
１
７
、
１
８
日
、
東
京
で
第
２
９
回
定
期
大

会
を
開
催
し
、
運
動
方
針
や
教
育
労
働
組
合
の
国
際
的
集
ま

り
で
あ
る
Ｅ
Ｉ
（
本
部
ベ
ル
ギ
ー
）
へ
の
加
盟
議
案
な
ど
を

決
定
し
ま
し
た
。
長
崎
高
教
組
か
ら
は
平
井
執
行
委
員
長
と

馬
場
書
記
長
が
代
議
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

北村佳久全教委員長（中央）はあいさつで、「１年

間すすめてきた全教運動への確信を深めあい、激動

する時代を私たちの運動で切り開くこと」をよびか

けました。 【写真は全教ＨＰより】

◇書記局より◇
長崎上映会

記録映画「かすかな光へ～93歳の教
育研究者・太田堯の挑戦～」

監督・森康行 詩「かすかな光へ

作・朗読 谷川俊太郎

日時：3月 20日
（火 祝日）

① 11時～
② 14時～

場所：ブリックホール

国際会議場

太田さんは、戦前戦後を通して

社会と人間を見つめ、教育のあり方

を問い続けてきた教育研究者であ

る。

映画の中でも、太田さんの一言一

言は、現在の教育が忘れかけている

もの呼び戻すものとなっている。

「子どもは知りたがる動物」「教

育は促成栽培を許さない」「人間が

育つには自然こそ大事」「欲望が開

発され拡大すると自己中心になり、

バラバラにされる」「やれる、でき

ることで評価が生まれる。できない

ことが評価ではない」など、ズシリ

と重たくことばが迫る。

見たい作品である。

前売り券（1,000円）：
高教組書記局にあります。

「『
天
下
り
』
に
な
ら
な
い
か
？
」

互
助
組
合
の
人
事
案
件
で

高
教
組
疑
問
を
呈
す

「長
寿
」
を
全
う
し
な
い
ま
ま
に
逝
く
の
は
切
な
い

互
助
組
合
「
埋
葬
料
」
か
ら
考
え
る

す
す
め
よ
う
！

「
あ
た
た
か
い
、
顔
の
見
え
る
長
崎
高
教
組
運
動
」

○
「
声
を
掛
け
る
」
こ
と
や
「
話
し
を
聞
く
」
、

「集
ま
る
」
、「つ
な
が
る
」
、「語
り
合
う
」

こ
と

○
本
部
の
統
一
チ
ラ
シ
（Ｈ
Ｐ
に

も
あ
り
）に
一
言
記
入
し
て
、

「対
話
」
を
行
い
、新
組
合
員
を

迎
え
る
こ
と

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞

高教組メールアドレス

info@nagasaki
-kokyoso.org

(１) 第１５１４号 ２０１２年３月１日（木）

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号
長崎高教組会館 長崎県高等学校教職員組合
5 (095)-827-5882
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編集責任者 平 井 秀 治
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全教定期大会



を
原
則
と
す
る
。
本
人
の
意

◆
第
２
１
３
回
定
期
中
央
委
員
会
（
１
／
２
８
）
で
の
意
見
（
要

て
も
ら
わ
な
い
と
不
公
平｣

輪
切
り
さ
れ
入
学
し
て
く

向
も
考
慮
し
な
が
ら
、
期
間

旨

第
３
回
）
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

と
い
う
声
も
あ
る
と
聞
く
。

る
生
徒
に
、
何
を
身
に
つ
け

の
決
定
を
行
う
」
と
回
答
。

受
講
し
て｢

ム
ダ
だ｣

と
い
う

さ
せ
た
い
の
か
と
い
う
話
が

（
交
渉
の
詳
し
い
内
容
は
、

活
顧
問
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ

声
が
多
い
の
だ
か
ら
、
声
を

し
た
い
。
職
場
や
分
会
の
研

該
当
の
分
会
に
伝
え
て
い
ま

イ
や
国
体
の
関
係
で
忙
し
い

集
約
し
て
廃
止
の
方
へ
も
っ

修
で
で
き
な
い
も
の
か
と
思

す
。）

田
島(

波
佐
見)

：
今
、
職
場

時
期
に
重
な
り
困
っ
て
い

て
い
く
べ
き
だ
。

う
。

④
再
任
用
雇
用
者
の
新
聞
発

で
話
し
声
や
笑
い
声
が
聞
こ

る
。早
く
廃
止
し
て
ほ
し
い
。

英
語
で
は
県
の
と
り
く
み

表
に
つ
い
て

え
な
い
。
教
職
員
に
余
裕
が

続
く
の
で
あ
れ
ば
、
３
万

と
し
て
全
員
研
修
を
強
制
さ

鈴
木(

鳴
滝
通
信)

：
１
０
月

県
教
委
は
２
０
１
２
年
度

な
い
こ
と
で
教
育
に
影
響
が

円
も
出
す
の
も
癪
だ
し
、
現

れ
た
経
験
が
あ
る
。
押
し
つ

の
英
語
研
究
大
会
で
県
教
委

の
人
事
異
動
か
ら
「
再
任
用

出
る
。
だ
か
ら
こ
そ
多
忙
化

在
、
県
教
委
主
催
の
研
修
会

け
は
イ
ヤ
の
思
い
は
強
い
。

は
、
副
教
材
の
全
校
配
付
と

教
職
員
の
定
期
異
動
期
に

の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が

者
に
つ
い
て
も
、
赴
任
先
が

を
な
く
そ
う
と
訴
え
て
い

（
例
・
放
射
線
な
ど
）
を
読

そ
の
活
用
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
し
か
か
り
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
ら
か
に
な
る
よ
う
新
聞
社

る
。
県
も
超
勤
縮
減
を
言
っ

み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

竹
田(

北
農)

：
総
合
選
抜
制

テ
ス
ト
を
実
施
し
３
月
ま
で

高
教
組
は
、
長
距
離
・
長

③
文
化
財
保
護
主
事
を
「
兼

に
も
情
報
を
提
供
す
る
」
と

て
い
る
今
が
チ
ャ
ン
ス
。

う
に
し
て
ほ
し
い
。

の
廃
止
で
県
の
教
育
に
ど
う

に
結
果
報
告
を
と
い
う
話
を

時
間
通
勤
解
消
な
ど
を
求
め

務
」
す
る
教
職
員
に
つ
い
て

し
ま
し
た
。

各
職
場
の
安
全
衛
生
委
員

い
う
効
果
が
あ
っ
た
の
か
検

行
っ
た
。
教
材
の
使
用
を
強

た
「
重
点
課
題
人
事
」
（
該

高
教
組
の
「
本
人
が
留
任

こ
れ
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア
各

会
を
生
か
し
て
、
多
忙
化
解

坂
本(

壱
岐
商)

：
私
も
免
許

証
す
べ
き
。

制
す
る
の
は
問
題
だ
と
本
部

当
者
２
２
人
）
の
要
求
書
に

を
希
望
し
な
い
限
り
３
年
を

社
は
、
一
般
異
動
と
同
じ
よ

消
委
員
会
な
ど
を
つ
く
っ
た

更
新
で
、
今
年
研
修
を
受
け

｢

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り｣

か
ら
も
交
渉
し
て
も
ら
い
、

基
づ
き
、
そ
の
実
現
を
図
る

上
限
と
す
る
」要
求
に
対
し
、
う
に
全
再
任
用
者
の
異
動
も

ら
ど
う
か
。

た
。
壱
岐
で
受
け
ら
れ
た
の

が
す
す
ん
だ
の
か
、
学
校
間

｢

強
制
で
は
な
い｣

と
回
答
さ

た
め
交
渉
折
衝
を
重
ね
て
き

県
教
委
は
「
文
化
財
保
護
行

新
聞
等
に
掲
載
す
る
も
の
と

は
２
つ
だ
け
。
後
は
長
大
で

格
差
が
広
が
っ
た
だ
け
で
は

せ
た
。

ま
し
た
。

政
に
従
事
す
る
期
間
は
３
年

考
え
ら
れ
ま
す
。

鈴
木(

鳴
滝
通
信)

：
病
気
の

受
け
た
。
交
通
費
・
宿
泊
費

な
い
の
か
、
矛
盾
を
か
か
え

背
景
に
は
県
が
一
方
的
に

個
別
人
事
を
除
い
た
部
分

場
合
は
ま
ず
年
休
を
使
っ

を
払
っ
て
受
講
。
面
白
く
な

て
い
る
。
検
証
が
必
要
だ
。

決
め
た
高
校
生
の
英
会
話
能

で
は
次
の
点
が
明
ら
か
に
な

て
、
年
休
が
な
く
な
っ
て
か

か
っ
た
。
一
番
面
白
か
っ
た

力
の
目
標
が
あ
る
。
他
教
科

っ
て
い
ま
す
。

ら
病
休
に
し
な
さ
い
と
管
理

の
は
壱
岐
で
受
け
た
音
楽
の

田
島(

波
佐
見)

：
大
阪
の
教

で
も
警
戒
し
て
ア
ン
テ
ナ
を

①
指
導
教
諭
に
つ
い
て

職
に
言
わ
れ
て
、
そ
れ
を
３

張
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。

県
教
委
は
「
現
時
点
（
１

内
示
日
に
つ
い
て
は
、
１

努
め
、
本
部
に
連
絡
し
て
く

０
年
く
ら
い
守
っ
て
い
る
人

２
月
）で
考
え
て
い
る
の
は
、
９
日
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

だ
さ
い
。

が
い
る
。

退
職
す
る
３
人
の
補
充
と
特

が
、
ま
だ
流
動
的
で
す
。

ベ
テ
ラ
ン
の
力
を
重
視

自
己
規
制
を
し
て
い
る
状

例
的
な
必
要
で
考
え
て
い
る

支
部
・
分
会
は
、
内
示
当

し
、
分
会
は
再
任
用
者
に
対

況
が
あ
る
。
議
論
し
て
、
権

井
野
口(

佐
商)

：
小
学
校
で

事
例
く
ら
い
」
と
回
答
。「
特

日
か
ら
翌
々
日
ま
で
に
機
関

し
て
も
、
引
き
続
き
組
合
員

利
行
使
が
当
た
り
前
に
で
き

主
幹
教
諭
を
し
て
い
る
知
人

例
的
」
の
具
体
的
意
味
は

会
議
な
ど
を
開
き
、
異
動

で
あ
る
こ
と
を
要
望
し
、

る
状
況
を
つ
く
っ
て
い
く
必

に
、
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て

不
明
で
す
が
、
本
年
度
強
行

の
実
態
や
問
題
点
の
把
握
に

確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

要
が
あ
る
。

研
修
だ
っ
た
。

育
基
本
条
例
案
が
成
立
す
れ

い
る
の
か
聞
い
た
。
教
頭
の

導
入
し
た
９
人
の
人
数
や
実

本
当
に
お
金
の
ム
ダ
だ
と

ば
大
阪
の
教
育
は
死
ぬ
。
子

実
務
を
し
て
い
る
と
の
こ

技
を
伴
う
教
科
中
心
な
ど
の

小
田(
小
浜)

：
全
教
の
生
活

思
う
。
や
は
り
廃
止
し
な
い

ど
も
の
人
格
の
完
成
で
は
な

と
。
教
頭
は
保
護
者
か
ら
の

内
容
に
大
き
な
変
更
は
な
い

権
利
討
論
集
会
で
、
各
県
の

と
い
け
な
い
。

く
、｢

人
材｣

を
育
て
る
こ

ク
レ
ー
ム
対
応
を
し
て
い

模
様
で
す
。

超
勤
縮
減
の
と
り
く
み
を
聞

と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。

る
と
い
う
話
だ
っ
た
。
主
幹

②
高
校
・
障
害
児
学
校
間
の

い
た
。
組
合
員
が
衛
生
推
進

田
中(

島
原
特
支
高
等
部)

：
免

校
長
は
任
期
制
で
人
事
権
を

教
諭
と
い
う
の
は
一
体
何
な

研
修
交
流
人
事
に
つ
い
て

者
や
衛
生
管
理
者
の
資
格
を

許
更
新
は
職
場
で
も
話
題
に

も
つ
こ
と
も
問
題
。
職
務
命

の
か
と
感
じ
た
。

県
教
委
は
２
月
、
次
の
よ

取
り
、
委
員
会
に
資
格
を
持

な
る
。
該
当
者
で
、
県
教
委

令
違
反
５
回
で
免
職
、
教
員

高
校
の
指
導
教
諭
に
つ
い

う
に
答
え
て
い
ま
す
。

っ
て
参
加
す
る
な
ど
組
合
が

の
督
促
で
あ
わ
て
る
一
方

評
価
が
２
年
連
続
Ｅ
で
免
職

て
は
、
該
当
教
科
の
教
員
は

「
持
ち
時
間
軽
減
の
た
め
、

委
員
会
を
主
導
す
る
意
義
を

で
、
早
々
に
申
し
込
み
夏
休

な
ど
の
規
定
も
あ
る
。

分
か
っ
て
い
る
の
か
も
し

講
師
配
置
の
予
算
を
計
上
し

感
じ
た
。

み
な
ど
に
済
ま
せ
て
い
る
人

対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。

れ
な
い
が
、
他
教
科
か
ら
は

た
。
配
置
す
る
高
校
は
、
特

資
格
に
つ
い
て
の
情
宣
の

も
い
る
。
県
か
ら
受
付
番
号

皆
で
反
対
し
て
い
こ
う
。

何
を
し
て
い
る
か
全
く
わ
か

別
支
援
教
育
課
が
指
定
す
る

強
化
と
県
の
委
員
会
で
も
資

が
来
な
く
て
困
っ
て
い
る
と

ら
な
い
。
こ
れ
も
一
体
何
な

実
践
研
究
校
の
数
校
で
あ

格
取
得
を
推
進
す
る
よ
う
要

い
う
人
の
話
も
聞
い
た
。

深
松(

鶴
洋)

：
学
校
で
、
生

の
か
と
思
う
。

る
。
指
定
に
つ
い
て
は
県
議

求
し
て
ほ
し
い
。

手
続
き
の
面
で
も
問
題
が

徒
指
導
の
議
論
を
す
る
こ
と

会
で
予
算
が
確
定
し
た
後
、

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

が
多
い
が
、
特
別
指
導
や
防

＊
中
央
委
員
会
で
の
討
論
要

正
式
決
定
と
な
る
」

止
対
策
な
ど
当
面
す
る
問
題

旨
は
今
回
で
終
わ
り
ま
す
。

研
究
校
に
当
た
る
校
長

濱
本(

大
村
定)

：
す
で
に
免

が
中
心
。
問
題
行
動
の
背
景

と
り
く
み
の
参
考
に
し
て
く

は
当
然
、
承
知
済
み
で
す

井
野
口(

佐
商)

：
免
許
更
新

許
更
新
が
終
了
し
た
人
の
中

に
あ
る
も
の
つ
い
て
じ
っ
く

だ
さ
い
。

の
で
分
会
で
は
交
流
人
事

研
修
の
対
象
で
あ
る
が
、
部

に
は｢

他
の
人
た
ち
も
受
け

り
話
す
機
会
が
ほ
し
い
。

ようこそ 今日こそ 高教組 HP http://nagasaki-kokyoso.org

生
活
・
権
利
分
野
（
２
）

民
主
教
育
分
野

総
括
討
論
分
野
（
２
）

拡
大
す
る
学
校
間
格
差

求
め
ら
れ
る

総
合
選
抜
制
の
廃
止
検
証
と
職
場
教
研

人間らしく働きたい！
11 月 10 ～ 11 日、長崎市で開催の「第 23 回人

間らしく働くための九州セミナー in 長崎」。この

現地実行委員会の結成総会が２月７日、長崎市で

開催されました（参加者８５人）。高教組も実行委

員会の 1 団体となっています。この日は 3 人が出

席し、成功に向けてとりくむことを誓いました。

「重
点
課
題
人
事
」等
の
希
望
実
現
で
交
渉
重
ね
る

再
任
用
者
の
新
聞
発
表
も
今
春
か
ら
開
始

教
職
員
の
定
期
人
事
異
動

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞(２) 第１５１４号 ２０１２年３月１日（木）

支
部
や
分
会
は
異
動
実
態
や
問
題
の
把
握
を

再
任
用
者
に
は

継
続
組
合
員
の

要
請
を


